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“To the next step ！”
～踏み出そう、輝ける次代へ～

　会員の皆様、平成 28 年度の広島 YEG 活動へのご理解とご協力、
誠に有難うございました。
　平成 28 年度は、広島YEGの設立 20 周年という節目の年度という
ことで、広島YEG設立の目的や活動意義を再認識し、30 周年に向け
ての活動の方向性を皆様と、共に考えてゆく年度と位置付けて活動
して参りました。
　一年間の活動を通じて、広島YEGがどういう目的で設立され、何
に主眼をおいた活動を行なってきたのかをご理解頂けたと思います。
　年度を通じ、あらゆる事業を成功裏に終えることが出来まし
たのも、役員の皆様はじめ、会員の皆様のご理解、ご協力あっ
てのことと厚く御礼申し上げます。
　一年間、本当に有難うございました。
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通
常
会
員
総
会

日

時　

平
成
28
年
４
月
19
日
（
火
）

場

所　

�

リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
広
島

担

当　

�

総
務
広
報
委
員
会

　

⑴�

平
成
27
年
度
事
業
報
告
並
び
に
収
支
決
算

に
つ
い
て

　

⑵�

平
成
28
年
度
事
業
計
画
（
案
）
並
び
に
収

支
予
算
（
案
）
に
つ
い
て

　

右
記
議
案
に
つ
い
て
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

Regular meeting

例 会

６
月
例
会

日

時　

平
成
28
年
６
月
23
日
（
木
）

場

所　

�

グ
ラ
ン
ド
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
広
島

担

当　

�

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
委
員
会

　

設
立
20
周
年
を
迎
え
た
広
島
Ｙ
Ｅ
Ｇ
は
、
諸

先
輩
方
の
お
力
で
３
４
０
名
を
超
え
る
全
国
で

も
大
き
な
単
会
に
成
長
い
た
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
こ
こ
数
年
で
新
入
会
員
が
増
大
し
た

た
め
、
会
員
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取

れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
観
点
か
ら
、

６
月
例
会
は
会
員
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
図
る
例
会
を
設
営
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

当
委
員
会
で
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図

る
際
に
“
笑
い
”
と
い
う
要
素
が
重
要
だ
と
考

え
、
全
国
で
“
笑
い
”
を
取
り
入
れ
た
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
講
演
を
行
っ
て
お
ら
れ
る
Ｗ

Ｍ
ｃ
ｏ
ｍ
ｍ
ｏ
ｎ
ｓ 

Ｗ
マ
コ
ト
（
中
山
真
氏
、

中
原
誠
氏
）
を
お
招
き
し
て
、
人
を
輝
か
す
た

め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
人
を
喜
ば
せ
る

た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
と
い
っ
た
内

容
の
講
演
を
漫
才
形
式
で
会
場
を
巻
き
込
み
な

が
ら
楽
し
く
分
か
り
や
す
く
学
ば
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ま
た
、
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
玉
野

Ｙ
Ｅ
Ｇ
、
広
島
県
連
か
ら
三
次
Ｙ
Ｅ
Ｇ
、
竹
原

Ｙ
Ｅ
Ｇ
、廿
日
市
Ｙ
Ｅ
Ｇ
、福
山
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
方
々

に
ご
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
が
図
れ

た
と
感
じ
ま
し
た
。

　

６
月
例
会
に
ご
協

力
し
て
く
だ
さ
っ
た

方
々
に
深
く
感
謝
し

ま
す
。

７
月
例
会

日

時　

平
成
28
年
７
月
21
日
（
木
）

場

所　

�

エ
ン
ジ
ェ
ル
パ
ル
テ

担

当　

�

資
質
向
上
委
員
会

　

資
質
向
上
委
員
会
は
、
資
質
向
上
と
は
何
か

と
い
う
こ
と
か
ら
考
え
ま
し
た
。

　

資
質
向
上
と
は
、（
後
か
ら
与
え
ら
れ
る
の

で
は
な
く
）
生
ま
れ
つ
き
持
っ
た
素
質
、
性
質

と
い
う
こ
と
で
す
。

　

そ
の
日
本
人
と
し
て
の
資
質
を
向
上
さ
せ
る

た
め
に
、
日
本
の
伝
統
文
化
の
代
表
で
あ
る
茶

道
を
テ
ー
マ
に
例
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

お
抹
茶
と
和
菓
子
を
提
供
し
、
お
点
前
の
実

演
を
行
い
、
茶
道
に
関
す
る
講
演
を
す
る
と
い

う
形
で
行
い
、
茶
道
と
は
ど

う
い
う
も
の
か
を
感
じ
て
も

ら
え
た
と
思
い
ま
す
。

　

ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様

に
感
謝
し
ま
す
。

８
月
例
会

日

時　

平
成
28
年
８
月
25
日
（
木
）

場

所　

�

Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
広
島

担

当　

�

自
己
啓
発
委
員
会

　

企
業
の
雇
用
問
題
・
労
務
管
理
・
税
金
・
資

金
調
達
な
ど
様
々
な
課
題
に
着
目
し
、
こ
れ
ら

の
解
決
方
法
や
支
援
制
度
を
学
ぶ
機
会
に
い
た

し
ま
し
た
。
会
員
企
業
が
直
面
す
る
身
近
な
問

題
に
焦
点
を
当
て
、
そ
の
解
決
方
法
や
支
援
制

度
を
学
ぶ
こ
と
で
、
会
員
自
身
の
知
識
向
上
を

花澤　憲治 延澤　量昭

林　　太郎

小林　伸行 福山　　忠

松前　嘉剛

中尾　慶子

岩本　庄司

新甲　悟司

多田　　智

野田　直也

西村　大司

福島　　功

金井　次郎

小林　淳行

若林　博文

新田　裕司

金井　直樹

大山　晴彦

久保　雅義

吉田　　豪

髙井　建治

調子　敬雄

吉田　義臣

加藤健太郎

【平成28年度】　役員及び特別委員長紹介� Officer  Introduction

監事 ネクストジェネレーション委員長

会長

総務広報委員長 自己啓発委員長

直前会長

第一渉外委員長

ニュービジネス研究委員長

副会長

第二渉外委員長

20周年記念事業企画委員長

副会長

会員親睦委員長

YEG未来検討特別委員長

副会長

コミュニケーション委員長

副会長

資質向上委員長

副会長

スポーツ振興委員長

副会長

20周年記念事業実行委員長

副会長

会員交流委員長

監事

山岡　徹也
YEG魂継承特別委員長
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臨
時
会
員
総
会

日

時　

平
成
28
年
11
月
22
日
（
火
）

場

所　

リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
広
島

担

当　

�

総
務
広
報
委
員
会

　

⑴
平
成
29
年
度
会
長
の
選
任（
案
）に
つ
い
て

　

⑵
平
成
29
年
度
役
員
の
選
任（
案
）に
つ
い
て

　

右
記
の
議
案
に
つ
い
て
原
案
通
り
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

12
月
例
会
・
忘
年
会

日

時　

平
成
28
年
12
月
22
日
（
木
）

場

所　

ホ
テ
ル
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
21
広
島

担

当　

�

第
一
渉
外
委
員
会

　

12
月
例
会
で
は
、
１
年
の
締
め
く
く
り
に
ふ

さ
わ
し
く
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
図
る
こ
と
で

会
員
自
身
や
会
員
企
業
の
価
値
の
維
持
向
上
を

目
的
と
し
、
新
し
い
年
に
向
け
、
会
員
の
自
己

確
立
の
一
助
に
な
れ
ば
と
の
思
い
で
開
催
い
た

し
ま
し
た
。

　

例
会
で
は
、
イ
ン
タ
ー
コ
ン
チ
ネ
ン
タ
ル
ホ

テ
ル
大
阪
、
ク
オ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
中

目
指
し
、
企
業
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
外
部
講
師
の
方
で
は
な
く
、
広
島
Ｙ

Ｅ
Ｇ
会
員
の
専
門
家
に
登
場
し
て
頂
き
ま
し

た
。
広
島
Ｙ
Ｅ
Ｇ
に
は
多
種
多
様
な
業
種
の
方

が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、
い
わ
ば
、
各
分
野

の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
の
集
合
体
で
あ
る
と

も
言
え
ま
す
。
会
員
同
士
の
勉
強
会
ス
タ
イ
ル

で
例
会
を
運
営
す
る
こ
と
で
、
専
門
家
の
方
々

を
中
心
と
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
に
も
寄
与

出
来
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

更
に
、
親
会
で
あ
る
広
島
商
工
会
議
所
で
実

施
し
て
い
る
支
援
制
度
を
紹
介
で
き
た
の
も
大

変
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
運
営
に
あ
た
り
ご
協
力
頂
き
ま
し

た
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
事

業
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
頑
張
っ
て
く
れ
た
委

員
会
メ
ン
バ
ー
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

10
月
例
会
（
新
入
会
員
歓
迎
会
）

日

時　

平
成
28
年
10
月
19
日
（
水
）

場

所　

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
広
島

担

当　

�

ネ
ク
ス
ト
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
委
員
会

　

広
島
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
原
点
で
あ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

作
り
に
着
目
し
、
新
入

会
員
と
現
役
会
員
と
の

交
流
を
深
め
、
Ｙ
Ｅ
Ｇ

の
魅
力
を
伝
え
る
こ
と

で
、
新
入
会
員
の
皆
様

に
広
島
Ｙ
Ｅ
Ｇ
に
入
会

し
て
良
か
っ
た
と
感
じ

て
頂
く
こ
と
を
目
的
に

実
施
し
ま
し
た
。

祝
い
、
更
な
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
繋
が

る
新
年
互
礼
会
を
設
営
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
今
回
の
新
年
互
礼
会
で
は
講
師
例
会
は
行

わ
ず
、
賀
詞
交
歓
の
時
間
を
多
く
取
り
、
参
加

者
の
皆
様
に
多
く
の
方
と
挨
拶
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ま
た
、
新
年
ら
し
く
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
で
は
和
奏
楽
人
氏
の
雅
楽
で
皆
様
を
お
迎
え

し
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
昨
シ
ー
ズ
ン
前

に
広
島
東
洋
カ
ー
プ
の
優
勝
祈
願
を
行
い
、
監

督
、
選
手
を
噛
み
回
り
25
年
ぶ
り
の
リ
ー
グ
優

勝
へ
の
ご
利
益
と
な
っ
た
、
和
奏
楽
人
氏
が
主

宰
す
る
広
島
民
俗
歌
舞
団
お
と
ま
い
の
祝
い
獅

子
舞
、民
俗
芸
能
で
新
年
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。

獅
子
舞
が
参
加
者
の
皆
様
を
噛
み
ま
わ
り
、
勝

利
の
ご
利
益
に
あ
や
か
っ
て
、
本
年
が
素
晴
ら

し
い
１
年
に
な
る
よ
う
に
と
祈
念
い
た
し
ま
し

た
。卒

業
式
・
卒
業
パ
ー
テ
ィ
ー

日

時　

平
成
29
年
３
月
24
日
（
金
）

場

所　

エ
ン
ジ
ェ
ル
パ
ル
テ

担

当　
会
員
親
睦
委
員
会
・
会
員
交
流
委
員
会

卒
業
式

　

本
年
度
最
後
の
事
業
と
し
て
、
卒
業
生
の
皆

様
の
ご
尽
力
に
感
謝
の
意
を
表
す
と
と
も
に
、

最
後
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
頂
く
こ
と
に
よ
り
、
今

後
の
Ｙ
Ｅ
Ｇ
魂
を
次
世
代
へ
継
承
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
卒
業
式
を
執
り
行
な
い
ま
し
た
。

　

式
・
パ
ー
テ
ィ
ー
を
通
し
て
特
別
な
事
は
し

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
卒
業
生
の
皆
様
の
熱
い

メ
ッ
セ
ー
ジ
か
ら
各
々
感
じ
る
と
こ
ろ
が
あ

り
、
当
初
の
目
的
は
達
成
出
来
た
の
で
は
な
い

か
と
考
え
ま
す
。

　

卒
業
生
の
皆
様
か
ら
も
、「
出
席
し
て
本
当

に
良
か
っ
た
」
と
感
謝
の
お
言
葉
を
頂
き
ま
し

た
。

　

今
後
も
主
役
で
あ
る
卒
業
生
の
皆
様
の
意
見

を
取
り
入
れ
た
準
備
・
運
営
が
必
要
だ
と
改
め

て
感
じ
ま
し
た
。

　

役
員
・
会
員
の
皆
様
の
多
大
な
る
ご
協
力
に

感
謝
の
意
を
表
す
と
と
も
に
、
運
営
に
携
わ
っ

た
全
て
の
委
員
会
の
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
。

卒
業
パ
ー
テ
ィ
ー

　

今
年
度
の
卒
業
生
参
加
予
定
は
、
当
初
7
名

で
し
た
が
、卒
業
生
の
皆
様
が
一
緒
に
な
っ
て
、

参
加
奨
励
を
し
て
頂
い
た
お
か
げ
で
16
名
ま
で

に
な
り
、
多
く
の
皆
様
の
ご
卒
業
を
祝
う
事
が

出
来
ま
し
た
。
ま
た
参
加
者
も
２
０
０
名
を
予

定
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
ち
ら
は
２
０
０
名
を

超
え
る
方
に
登
録
頂
き
、
盛
大
に
卒
業
生
を
送

れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
懇
親
の
時

間
も
間
延
び
す
る
こ
と
無
く
、
卒
業
生
の
方
々

と
皆
様
が
交
流
を
持
つ
事
が
出
来
ま
し
た
。
地

味
な
卒
業
パ
ー
テ
ィ
ー
に
な
る
の
で
は
な
い
か

と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
卒
業
パ
ー
テ
ィ
ー

で
の
皆
様
の
熱
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
お
か
げ
で
卒

業
生
参
加
者
双
方
に
と
っ
て
、
素
晴
ら
し
い
卒

業
パ
ー
テ
ィ
ー
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

里
朋
子
氏
を
講
師
に
お
招
き
し
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
の
大
切
さ
を
ご
講
演
い
た
だ
き
、
改
め
て

徹
底
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き

た
と
思
い
ま
す
。「
自
分
自
身
を
ふ
り
か
え
る

良
い
き
っ
か
け
と
な
っ
た
」「
意
識
す
る
こ
と

の
大
切
さ
を
感
じ
た
」と
の
ご
意
見
を
頂
戴
し
、

総
じ
て
良
い
評
価
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

忘
年
会
で
は
、
単
会
会
長
・
県
連
会
長
以
外

の
席
を
く
じ
で
ラ
ン
ダ
ム
に
振
り
分
け
、
単
会

や
委
員
会
の
枠
を
超
え
た
交
流
が
行
え
る
よ
う

配
慮
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と

し
て
行
っ
た
名
前
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
で
も
、
各

テ
ー
ブ
ル
を
１
チ
ー
ム
と
し
て
ゲ
ー
ム
に
参
加

し
て
い
た
だ
き
、
テ
ー
ブ
ル
で
相
互
交
流
が

図
れ
る
よ
う
な
設

定
に
い
た
し
ま
し

た
。
結
果
、
会
場

が
ひ
と
つ
と
な
っ

て
大
い
に
盛
り
上

が
り
、
笑
顔
で
１

年
を
締
め
く
く
る

忘
年
会
と
な
り
ま

し
た
。

新
年
互
礼
会

日

時　

�

平
成
29
年
１
月
26
日
（
木
）

場

所　

�

グ
ラ
ン
ド
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
広
島

担

当　

�

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
委
員
会

　

昨
年
、
広
島
Ｙ
Ｅ
Ｇ
設
立
20
周
年
に
関
わ
る

多
数
の
活
動
に
ご
尽
力
を
い
た
だ
い
た
ご
来

賓
、
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
、
会
員
の
皆
様
を
お
招
き
し

て
、
旧
年
中
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
と
新
年
を
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20
周
年
記
念
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

日

時　

平
成
28
年
５
月
21
日
（
土
）

場

所　

�

戸
山
カ
ン
ツ
リ
ー
ク
ラ
ブ 

リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
広
島

担

当　

会
員
交
流
委
員
会

20
周
年
記
念
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

　

Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
各
年
度
代
表
者
の
名
前
を
ホ
ー
ル

に
付
け
、
新
し
い
会
員
の
皆
様
も
歴
史
を
振
り

返
る
事
が
出
来
た
の
で
は
無
い
か
と
思
い
ま

す
。

　

横
断
幕
に
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
参
加
者
の
サ
イ
ン

を
し
て
頂
く
事
に
よ
り
、
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
、
現
役

が
20
周
年
の
歴
史
の
１
ペ
ー
ジ
と
し
て
記
憶
に

残
る
物
が
出
来
ま
し
た
。

　

ゴ
ル
フ
フ
ォ
ー
ク
に
関
し
て
は
、
皆
様
か
ら

使
い
や
す
く
、
次
の
組
の
方
々
も
気
持
ち
よ
く

グ
リ
ー
ン
で
の
パ
タ
ー
が
出
来
た
と
お
声
を
頂

き
ま
し
た
。

表
彰
式
・
懇
親
会

　

各
年
度
代
表
者
、
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
、
正
副
の
皆

様
、
現
役
会
員
の
皆
様
か
ら
、
沢
山
の
ご
協
賛

を
頂
け
た
の
で
、
よ
り
多
く
の
参
加
者
に
賞
を

用
意
で
き
喜
ん
で
頂
く
事
が

出
来
ま
し
た
。
ご
協
賛
を
頂

い
た
方
々
に
、
こ
の
場
を
お

借
り
し
て
改
め
て
御
礼
申
し

あ
げ
ま
す
。

　

委
員
会
メ
ン
バ
ー
が
準
備

し
て
お
も
て
な
し
を
す
る
と

Business report

事業
報告

考
え
て
い
ま
し
た
が
、
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
皆
様
、

現
役
会
員
の
皆
様
、
事
務
局
の
皆
様
、
全
員
で

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
の
事
業
を
作
る
の
だ
と
認
識
し

ま
し
た
。皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

目
的
で
も
あ
り
ま
し
た
、
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
と
現

役
会
員
と
の
懇
親
を
深
め
る
事
が
出
来
た
と
思

う
と
と
も
に
９
月
の
20
周
年
記
念
式
典
に
も
繋

げ
て
い
け
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

会
員
研
修
事
業

日

時　

平
成
28
年
５
月
24
日
（
火
）

場

所　

�

オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
広
島

担

当　

�

ネ
ク
ス
ト
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
委
員
会

テ
ー
マ　

�

創
立
か
ら
20
年
た
っ
て
今
、
思

う
こ
と

講

師　
�

広
島
商
工
会
議
所
青
年
部　

初
代
会
長　

大
野　

徹
氏

　

林
会
長
は
、
広
島
Ｙ
Ｅ
Ｇ
創
立
20
周
年
を
迎

え
る
に
あ
た
り
、“
Ｔ
ｏ 
ｔ
ｈ
ｅ 

ｎ
ｅ
ｘ
ｔ 

ｓ
ｔ
ｅ
ｐ
！
”　

～
踏
み
出
そ
う
、
輝
け
る
次

代
へ
～
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
広
島
Ｙ
Ｅ
Ｇ

の
原
点
に
立
ち
返
り
根
本
的
な
活
動
の
大
切
さ

を
再
認
識
す
る
と
と
も
に
、
次
代
の
広
島
Ｙ
Ｅ

Ｇ
の
有
り
方
を
皆
で
考
え
た
い
と
基
本
方
針
を

打
ち
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
会
員
研
修
事
業
を
今
年
度
の
初
め

に
実
施
し
、
広
島
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
原
点
を
知
り
、
歴

史
を
知
る
こ
と
で
次
代
の
広
島
Ｙ
Ｅ
Ｇ
を
考
え

る
き
っ
か
け
に

し
た
い
、
さ
ら

に
は
Ｙ
Ｅ
Ｇ
愛

を
深
め
た
い
と

い
う
思
い
で
本

事
業
を
実
施
し

ま
し
た
。

広
島
キ
ッ
ズ
シ
テ
ィ
２
０
１
６

日

時　

平
成
28
年
８
月
27
・
28
日（
土・日
）

場

所　

�

旧
市
民
球
場
跡
地

担

当　

�

第
一
渉
外
委
員
会

　

広
島
Ｙ
Ｅ
Ｇ
会
員
に
対
し
、
キ
ッ
ズ
シ
テ
ィ

と
い
う
イ
ベ
ン
ト
の
周
知
、
出
店
者
を
募
る
協

力
や
キ
ッ
ズ
ア
ル
バ
イ
ト
募
集
の
告
知
な
ど
を

行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
運
営
ブ
ー
ス
の
一
つ
“
銀
行
ブ
ー

ス
”
の
運
営
を
担
当
し
、
ア
ル
バ
イ
ト
を
終
え

た
子
供
の
離
職
手
続
き
と
「
じ
ゃ
け
ん
」
と
い

う
仮
想
通
貨
に
よ
る
給
与
の
支
払
い
を
行
い
ま

し
た
。
作
業
は
銀
行
ブ
ー
ス
に
就
職
し
た
子
供

が
行
い
、
広
島
Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー
が
サ
ポ
ー
ト

役
と
し
て
対
応
し
ま
し
た
。銀
行
ブ
ー
ス
で
は
、

連
続
し
て
ア
ル
バ
イ
ト
に
来
て
く
れ
た
子
供
も

い
ま
し
た
。
業
務
内
容
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
た
皆
様
の
お
か
げ
だ
と
思

い
ま
す
。
ア
ル
バ
イ
ト
の
子
供
を
た
だ
見
て
い

る
だ
け
で
な
く
、
話
し
掛
け
、
退
屈
し
な
い
よ

う
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て
く
れ
て

い
た
皆
様
の
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

　

今
年
は
Ｐ
Ｏ
Ｓ
シ
ス
テ
ム
導
入
で
、
例
年
の

内
容
と
は
異
な
り
ま
し
た
が
、
大
き
な
ト
ラ
ブ

ル
も
な
く
、
心
配
し
て
い
た
２
日
目
の
天
気
も

何
と
か
持
ち
こ
た
え
、
無
事
に
終
了
で
き
ま
し

た
。
炎
天
下
の
中
、
多
大
な
る
ご
協
力
を
い
た

だ
き
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

広
島
県
商
工
会
議
所
青
年
部
連
合
会
交
流
事
業

日

時　

平
成
28
年
９
月
11
日
（
日
）

場

所　
�

中
央
森
林
公
園

内

容　
�

ド
ッ
ヂ
ボ
ー
ル
大
会
・
Ｂ
Ｂ
Ｑ
親
睦
会

広
島
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム

２
０
１
６ 

Ａ
ｕ
ｔ
ｕ
ｍ
ｎ

日

時　

平
成
28
年
９
月
24
日
（
土
）

場

所　

�

広
島
国
際
会
議
場
、お
り
づ
る
タ
ワ
ー

主

催　

�

広
島
商
工
会
議
所
青
年
部

共

催　

�

広
島
県
商
工
会
議
所
青
年
部
連
合
会

参
加
行
政
機
関　

�

経
済
産
業
省
中
国
経
済
産
業

局
、
広
島
県
庁
、
広
島
市
役
所

参
加
校　

�

広
島
大
学
、
県
立
広
島
大
学
、
広

島
経
済
大
学
、
広
島
修
道
大
学
、

広
島
女
学
院
大
学
、小
井
手
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
テ
ィ
専
門
学
校

担

当　

�

ニ
ュ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
研
究
委
員
会

　

本
事
業
は
、
①
会
員
の
資
質
向
上
（
若
手
後

継
者
育
成
）　

②
ニ
ュ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
挑
戦

に
取
り
組
む
き
っ
か
け
作
り　

③
産
学
官
の
連

携
を
深
め
る
こ
と　

を
目
的
と
し
、
第
１
部
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
と
第
２
部
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

の
２
部
構
成
で
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

第
１
部
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
、
講
師
の

北
野
先
生
に
よ
る
分
か
り
や
す
く
楽
し
い
理
論

の
解
説
と
ス
ム
ー
ズ
な
進
行
で
、
参
加
者
全
体

の
活
発
な
議
論
、
枠
に
と
ら
わ
れ
な
い
ア
イ
デ

ア
の
や
り
と
り
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
相
互
に

新
し
い
気
付
き
や
刺
激
を
得
た
こ
と
で
会
員
の

資
質
向
上
に
つ
な
が
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ニ
ュ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
挑
戦
に
取
り

組
む
き
っ
か
け
作
り
に
関
し
て
は
、
松
田
先
輩

か
ら
新
事
業
へ
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
し
た
熱
い
想

い
・
実
体
験
を
ご
講
話
い
た
だ
き
、
挑
戦
意
欲

を
喚
起
す
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

　

第
２
部
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
・
交
流
会
で

は
、グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
テ
ー
マ
で
あ
る「
フ
ァ

ン
セ
オ
リ
ー
」
を
、「
お
り
づ
る
タ
ワ
ー
」
で

体
験
的
に
学
び
、
さ
ら
に
雰
囲
気
の
良
い
交
流

会
場
を
用
意
し
た
こ
と
で
、
産
学
官
の
積
極
的

な
意
見
交
換
、
連
携
と
交
流
を
深
め
る
こ
と
が

出
来
た
と
思
い
ま
す
。

第
34
回
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
た
ま
の
大
会

日

時　

平
成
28
年
10
月
22
日
（
土
）

場

所　

�

玉
野
市
総
合
体
育
館
お
よ
び
周
辺
会
場

担

当　

第
二
渉
外
委
員
会

　

第
34
回
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
た
ま
の
大
会

に
、
中
国
地
方
管
内
の
青
年
経
済
人
が
互
い
に

交
流
と
連
携
の
輪
を
広
げ
、
地
域
社
会
の
経
済

的
発
展
の
支
え
と
な
る
活
動
に
参
加
し
ま
し

た
。
玉
野
の
土
地
に
触
れ
て
、
学
び
、
肌
で
感

じ
る
こ
と
で
、
広
島
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
さ
ら
な
る
発
展

と
自
己
研
鑽
に
繋
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
例

会
時
の
Ｐ
Ｒ
や
交
通
手
段
の
提
案
等
で
参
加
奨

励
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

家
族
会

日

時　

平
成
28
年
10
月
30
日
（
日
）

場

所　

�

福
田
農
場

担

当　

会
員
親
睦
委
員
会

　

各
種
体
験
や
、
そ
の
地
で
取
れ
た
食
材
を

使
っ
た
料
理
を
食
し
て
頂
く
こ
と
に
よ
り
、
ご

家
族
同
士
・
会
員
同
士
で
交
流
を
図
っ
て
頂
く

こ
と
を
目
的
と
し
、
収
穫
祭
を
開
催
致
し
ま
し

た
。

　

当
日
は
秋
晴
れ
の
中
、
皆
様
の
ご
協
力
も
あ

り
ス
ム
ー
ズ
に
進
行
出
来
ま
し
た
。
小
さ
い
お

子
様
が
お
父
さ
ん
の
フ
ォ
ロ
ー
の
も
と
餅
付
き

を
一
生
懸
命
に
行
い
、
親
子
で
バ
ー
ム
ク
ー
ヘ

ン
を
夢
中
で
焼
き
、
ま
た
ご
夫
婦
で
楽
し
そ
う

に
お
食
事
を
さ
れ
て
い
る
姿
等
を
拝
見
し
、
開

催
し
て
良
か
っ
た
と
実
感
致
し
ま
し
た
。

　

委
員
会
内
に
お
い
て
は
、
準
備
は
大
変
で
し

た
が
各
メ
ン
バ
ー
が
得
意
分
野
を
生
か
し
、
当

日
も
活
躍
し
て
く
れ
ま
し
た
。
苦
労
し
た
分
結
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束
も
深
ま
っ
た
と
思
い

ま
す
。

広
島
県
商
工
会
議
所
青
年
部
連
合
会　

会
員
大
会

２
０
１
６
～
府
中
！
熱
中
！
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｋ
中
！
～

日

時　

平
成
28
年
11
月
19
日
（
土
）

場

所　

�

府
中
市
文
化
セ
ン
タ
ー

担

当　

第
二
渉
外
委
員
会

　
「
広
島
県
商
工
会
議
所
青
年
部
連
合
会
会
員

大
会
２
０
１
６
～
府
中
！
熱
中
！
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｋ

中
！
～
」
が
府
中
Ｙ
Ｅ
Ｇ
主
管
の
も
と
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
今
年
度
の
広
島
県
連
ス
ロ
ー
ガ
ン

「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｋ
！
Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ａ
」
の
も

と
、
広
島
県
連
各
単
会
メ
ン
バ
ー
の
、
よ
り
活

発
な
交
流
促
進
及
び
本
大
会
セ
ミ
ナ
ー
に
よ
る

会
員
の
自
己
研
鑽
を
通
し
て
、
今
後
の
広
島
Ｙ

Ｅ
Ｇ
活
動
の
一

助
と
な
る
こ
と

を
目
的
に
参
加
。

例
会
時
の
Ｐ
Ｒ

や
交
通
手
段
の

提
案
等
で
参
加

奨
励
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

HIROSHIM
A M

IRAI SPORTS 2016

日

時　

平
成
28
年
12
月
10
日
（
土
）

場

所　

�

旧
市
民
球
場
跡
地

担

当　

�

ス
ポ
ー
ツ
振
興
委
員
会

　

本
事
業
は
、
ス
ポ
ー
ツ
と
い
う
観
点
か
ら
、

広
島
を
支
え
て
い
く
子
供
た
ち
へ
の
心
身
の
健

全
な
成
長
と
、
地
域
社
会
の
さ
ら
な
る
発
展
を

目
指
す
と
同
時
に
、
対
外
事
業
と
し
て
広
島
商

工
会
議
所
青
年
部
の
活
動
を
広
く
市
民
の
皆
さ

ま
に
知
っ
て
頂
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
い

た
し
ま
し
た
。

　

好
天
の
な
か
、
歴
史
あ
る
旧
市
民
球
場
跡
地

で
、
広
島
を
代
表
す
る
ス
ポ
ー
ツ
選
手
が
イ
ベ

ン
ト
を
盛
り
上
げ
、
未
来
を
担
う
子
供
た
ち
に

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
ん
で
頂
き
、
こ
の
街
の
更
な

る
発
展
と
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
、
そ
し
て
子
供
た

ち
の
明
る
い
未
来
を
実
感
し
た
１
日
と
な
り
ま

し
た
。

　

ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
、
各
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
選
手

の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
、
常
設
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
と
、
常
に
参
加
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
を
作

れ
、
ま
た
サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
の
選
手
、
カ
ー
プ

の
選
手
、
エ
デ
ィ
オ
ン
の
選
手
と
い
う
、
プ
ロ

ス
ポ
ー
ツ
選
手
が
一
つ
の
イ
ベ
ン
ト
に
集
ま
る

事
業
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
Ｈ
Ｐ
ア
ク
セ
ス
が
イ
ベ
ン

ト
を
掲
出
す
る
前
後
で
、
平
均
１
，
２
０
０
件

か
ら
約
１
２
，
０
０
０
件
と
約
10
倍
に
増
え
た

こ
と
、
民
放
局
の
夕
方
の
ニ
ュ
ー
ス
に
も
取
り

上
げ
ら
れ
た
こ
と
で
、
我
々
の
活
動
を
市
民
の

方
々
に
広
く
ア
ピ
ー
ル
で
き
ま
し
た
。

役
員
研
修
会

日

時　

平
成
29
年
１
月
10
日
（
火
）

場

所　

広
島
商
工
会
議
所
307
号
室

テ
ー
マ　

Ｙ
Ｅ
Ｇ
役
員
に
つ
い
て

講

師　
Ｙ
Ｅ
Ｇ
魂
継
承
委
員
会　

山
岡
委
員
長

　

役
員
を
す
る
心
構
え
や

上
程
ル
ー
ル
な
ど
楽
し
く

ご
教
示
頂
き
ま
し
た
。

　

懇
親
会
で
は
、
本
年
度

と
次
年
度
の
交
流
が
出
来

る
良
い
場
と
な
り
ま
し
た
。

国
内
研
修

日

時　

平
成
29
年
２
月
11
日
（
土
）
～

　
　
　
　
　
　

12
日
（
日
）

場

所　

�

京
都
府
、
滋
賀
県

　
　
　
　
　
　
（
大
津
市
、
近
江
八
幡
市
）

内

容　

�

①
企
業
見
学
＆
勉
強
会
（
講
演
）・
塚

喜
商
事
（
株
）・
ラ　

コ
リ
ー
ナ
近
江

八
幡
（
た
ね
や
グ
ル
ー
プ
）
②
北
野
天

満
宮
③
園
城
寺
（
三
井
寺
）
④
近
江
八

幡
市
八
幡
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区

担

当　

資
質
向
上
委
員
会

　

今
回
の
国
内
研
修
は
『
学
び
』
を
テ
ー
マ
に

数
々
の
老
舗
企
業
を
興
し
た
近
江
商
人
の
故

郷
、
滋
賀
県
を
訪
ね
、
そ
の
近
江
商
人
を
育
ん

だ
歴
史
、風
土
と
共
に
そ
の
経
営
哲
学
に
触
れ
、

青
年
経
済
人
と
し
て
の
資
質
向
上
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
ま
し
た
。
近
江
商
人
の
「
三
方
よ

し
」の
語
り
部
で
あ
る
塚
喜
商
事
の
塚
本
社
長
、

そ
し
て
お
菓
子
メ
ー
カ
ー
と
し
て
大
き
な
成
功

を
収
め
つ
つ
、
様
々
な
地
域
貢
献
を
行
っ
て
い

る 

た
ね
や
グ
ル
ー
プ
の
山
本
Ｃ
Ｅ
Ｏ
に
ご
講

演
を
い
た
だ
き
、
企
業
の
永
続
に
必
要
な
こ
と

を
学
び
ま
し
た
。

　

ま
た
、
も
う
一
つ
の
目
的
で
あ
る
会
員
相
互

の
親
睦
に
つ
い
て
、
梅
の
名
所
で
あ
る
北
野
天

満
宮
や
、
滋
賀
県
の
史
跡
で
あ
る
三
井
寺
を
観

光
し
、
委
員
会
メ
ン
バ
ー
と
共
に
懇
親
会
等
で

様
々
な
設
営
を
行
っ
た
こ
と
で
、親
睦
が
深
ま
っ

た
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
に
感
謝
い
た
し
ま

す
。

２
月
オ
ー
プ
ン
例
会

日

時　

平
成
29
年
２
月
22
日
（
水
）

場

所　

�

ホ
テ
ル
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
21
広
島

担

当　

�

自
己
啓
発
委
員
会

テ
ー
マ　
「�

夢
持
ち
続
け
日
々
精
進

　
　
　
　
　
　

～
伝
え
る
こ
と
の
大
切
さ
～
」

講　

師　

�

㈱ A
 and Live

　
　
　
　
　
　

代
表
取
締
役　

髙
田　

明
氏

　

こ
の
度
の
オ
ー
プ
ン
例
会
で
は
、
継
続
的
に

成
長
を
続
け
る
企
業
の
実
例
を
学
ぶ
こ
と
で
、

会
員
の
自
己
啓
発
の
一
助
に
な
る
こ
と
、
ま
た

会
員
企
業
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

通
販
事
業
で
の
成
長
を
続
け
て
こ
ら
れ
た
、

ジ
ャ
パ
ネ
ッ
ト
た
か
た
の
創
業
者
・
髙
田
明
様

に
よ
る
ご
講
演
は
、「
今
を
一
生
懸
命
に
生
き

続
け
る
こ
と
」、「
情
熱
を
持
つ
こ
と
」、「
伝
え

る
こ
と
の
大
切
さ
」
な
ど
、
若
手
経
営
者
の
私

達
に
と
っ
て
、
胸
に
刺
さ
る
も
の
で
あ
り
、
大

変
感
銘
を
受
け
る
内
容
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
の

広
島
経
済
を
担
う
青
年
部
会
員
に
と
っ
て
、
大

変
有
意
義
な
時
間
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
一
般
来
場
者
の
方
々
に
も
大
変
多
く

の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
、
多
く
の
学
び
を
共
有

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
本
青
年
部
の
活
動

を
知
っ
て
い
た
だ
く
良
い
機
会
に
な
り
ま
し

た
。

　

懇
親
会
は
、
講
師
の
髙
田
明
様
に
も
ご
参
加

い
た
だ
き
、
短
い
時
間
で
し
た
が
、
親
睦
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
、
皆
様
の
良
い
思
い
出
に

な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

事
業
運
営
に
あ
た

り
、
素
晴
ら
し
い
ご

講
演
を
い
た
だ
い
た

講
師
の
髙
田
明
様
を
は
じ
め
、
ご
協
力
頂
き
ま

し
た
皆
様
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
事
業
を
実

現
さ
せ
る
た
め
に
頑
張
っ
て
く
れ
た
委
員
会
メ

ン
バ
ー
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

第
36
回
全
国
大
会
「
北
海
道
い
わ
み
ざ
わ
大
会
」

日

時　

平
成
29
年
２
月
24
日
（
金
）
～

　
　
　
　
　
　

２
月
25
日
（
土
）

場

所　

岩
見
沢
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

�

岩
見
沢
市
民
会
館
・
文
化
セ
ン
タ
ー
〔
ま
な
み
ー
る
〕

担

当　

資
質
向
上
委
員
会

　

北
海
道
岩
見
沢
市
に
て
、
第
36
回
全
国
大
会

「
北
海
道
い
わ
み
ざ
わ
大
会
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
広
島
Ｙ
Ｅ
Ｇ
は
平
成
29
年
２
月
23
日（
木
）

の
翔
生
塾
と
24
日
（
金
）、
25
日
（
土
）
の
大

会
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
全
国
大
会
は
、
日
本
各
地
よ
り
集
ま
っ

た
Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー
と
交
流
で
き
る
機
会
で
あ

り
、
ま
た
、
岩
見
沢
市
と
い
う
地
な
ら
で
は
の

雪
の
ス
テ
ー
ジ
な
ど
、
様
々
な
工
夫
が
凝
ら
さ

れ
、
と
て
も
素
晴
ら
し
い
大
会
で
し
た
。

　

参
加
者
数
に
関
し
て
は
、会
場
が
北
海
道
で
、

途
中
参
加
や
途
中
離
脱
が
難
し
く
、
ま
た
と
て

も
寒
い
地
域
と
い
う
こ
と
で
敬
遠
す
る
方
が
多

く
、
残
念
な
が
ら
目
標
に
は
達
し
ま
せ
ん
で
し

が
、
参
加
者
の
意
欲
は
高
く
、
途
中
、
吹
雪
に

見
舞
わ
れ
高
速
道
路
が
通
行
止
め
に
な
っ
た
時

も
、
列
車
を
使
っ
て
で
も
大
会
に
参
加
し
た
い

と
い
う
意
見
が
大
多
数
で
し
た
。

　

色
々
と
至
ら
な
い
点
が
あ
り
ま
し
た
が
、
皆

さ
ん
の
ご
協
力
の
お
か
げ
で
無
事
に
終
わ
る
事

が
出
来
ま
し
た
。
皆
様
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
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日
本
商
工
会
議
所
青
年
部

研
修
委
員
会

�

委
員
長　

金
井　

次
郎

　

日
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
に
出
向
し
、
研
修
委
員
会
担
当

事
業
と
し
て
下
記
の
３
つ
の
事
業
を
行
っ
た
。

・
Ｙ
Ｅ
Ｇ
カ
ー
ド
事
業

　

Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
作
成
し
、
日
本

全
国
の
Ｙ
Ｅ
Ｇ
会
員
の
各
種
事
業
の
出
欠
に
関

し
て
カ
ー
ド
を
用
い
て
出
欠
確
認
で
き
る
よ
う

に
し
、
簡
素
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
各
種
大
会

や
事
業
の
受
付
の
労
力
を
削
減
で
き
る
か
を
、

約
半
年
を
か
け
て
検
証
し
た
。

・�

第
34
回
全
国
会
長
研
修
会　

　

場
所
：
兵
庫
県
加
古
川
市

　

日
本
全
国
の
Ｙ
Ｅ
Ｇ
単
会
会
長
と
次
年
度
会

長
予
定
者
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
き
、
会
場
を
分

け
、
そ
れ
ぞ
れ
テ
ー
マ
を
変
え
て
Ｙ
Ｅ
Ｇ
に
関

す
る
研
修
会
を
開
催
し
た
。

・�

第
２
５
８
回
役
員
会
事
業
『
翔
生
塾
』（
補

助
金
・
助
成
金
活
用
促
進
研
修
会
）

　

場
所
：
北
海
道
岩
見
沢
市

　

補
助
金
・
助
成
金
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
自
企
業
の
発
展
は
も
と
よ
り
、
全
国
の
Ｙ
Ｅ

Ｇ
各
単
会
が
取
り
組
ん
で
い
る
地
域
や
地
元
商

工
業
の
さ
ら
な
る
活
性
化
の
促
進
に
つ
な
が
る

こ
と
を
期
待
し
、
補
助
金
・
助
成
金
の
申
請
方

法
を
学
ぶ
研
修
や
、
補
助
金
・
助
成
金
の
活
用

事
例
発
表
に
よ
り
、
全
国
の
Ｙ
Ｅ
Ｇ
会
員
企
業

へ
周
知
を
行
い
、
申
請
等
の
早
期
実
現
を
目
指

す
事
で
、
Ｙ
Ｅ
Ｇ
会
員
企
業
及
び
Ｙ
Ｅ
Ｇ
活
動

の
更
な
る
発
展
の
一
助
と
な
る
べ
く
開
催
し

た
。

所
感
：

　

皆
様
の
お
か
げ
さ
ま
を
も
ち
ま
し
て
日
本
Ｙ

Ｅ
Ｇ
へ
専
門
委
員
と
し
て
出
向
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
図
ら
ず
も
日
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
理
事
委
員
長
を

受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
一
年
を
通
じ
て

の
感
想
は
、
正
直
大
変
の
一
言
で
し
た
。
日
本

Ｙ
Ｅ
Ｇ
や
専
門
委
員
と
し
て
の
知
識
や
経
験
は

全
く
な
く
、
毎
回
新
し
い
こ
と
を
覚
え
る
連
続

で
、
い
ろ
い
ろ
勉
強
し
て
、
よ
う
や
く
慣
れ
た

こ
ろ
に
終
わ
っ
た
感
じ
で
し
た
。
そ
の
中
で
本

当
に
た
く
さ
ん
の
出
会
い
や
学
び
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、
実
際
、
私
も
そ
う
で
し
た

が
日
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
こ
と
を
分
か
っ
て
い
る
広
島

Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー
が
ま
だ
ま
だ
少
な
い
の
で
、

今
後
メ
ン
バ
ー
に
年
月
を
か
け
て
伝
え
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
出
向
の
機
会
を
作
っ
て
く
だ
さ
っ

た
松
前
直
前
会
長
、
快
く
送
り
出
し
て
く
れ
た

林
会
長
、
単
会
の
事
業
や
諸
会
議
に
参
加
し
や

す
い
よ
う
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
調
整
し
て
く
れ
た

新
甲
副
会
長
、
要
所
で
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
や

励
ま
し
を
い
た
だ
い
た
柳
川
次
年
度
会
長
、
そ

し
て
、
出
向
期
間
中
応
援
し
て
く
れ
た
広
島
Ｙ

Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー
の
仲
間
た
ち
、
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

『
努
力
は
結
果
を
裏
切
ら
な
い
』

日
本
商
工
会
議
所
青
年
部

本
気
で
ビ
ジ
ネ
ス
革
命
委
員
会

�

専
門
委
員　

川
上　

陽
一
郎

　

日
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
に
出
向
し
、
本
気
で
ビ
ジ
ネ
ス

革
命
委
員
会
専
門
委
員
と
し
て
下
記
の
３
つ
の

事
業
を
行
っ
た
。

・�

第
２
４
９
回
役
員
会
事
業
『
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
塾
ｏ
ｎ
ｅ　

ｄ
ａ
ｙ
セ
ミ
ナ
ー
』

　

場
所
：�

京
都
府　

京
都
市

　
　
　
　

平
成
29
年
4
月
22
日

　
（
株
）
キ
ャ
リ
テ
ィ
ー
代
表
取
締
役
高
井
洋

子
氏
を
招
い
て
ホ
テ
ル
ウ
ェ
ス
テ
ィ
ン
都
ホ
テ

ル
京
都
に
て
、
脳
科
学
の
視
点
に
立
っ
た
企
業

の
売
り
上
げ
ア
ッ
プ
へ
の
ヒ
ン
ト
と
、
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
の
構
築
を
学
ぶ
こ
と
を
テ
ー
マ
に
開

催
し
た
。

・�

第
２
５
４
回
役
員
会
事
業
『
幸
せ
の
家
族
の

作
り
方
』

　

場
所
：�

新
潟
県　

長
岡
市

　
　
　
　

平
成
29
年
９
月
８
日

　

劇
団
四
季
の
劇
団
員
で
あ
っ
た
劒
持
秀
樹
氏

と
奥
様
の
奈
央
氏
を
招
い
て
家
族
の
本
当
の
愛

に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
を
テ
ー
マ
に
開
催
し
た
。

・�

Ｂ
Ｐ
Ｃ
（
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
の

企
画
と
参
加
）

　

２
０
１
６
年
度
日
本
商
工
会
議
所
青
年
部
主

催
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
の
選
定
と
決

定
。

①　

平
成
28
年
11
月
７
日
茨
城
県
土
浦
市
に
て

　

�

全
国
の
Ｙ
Ｅ
Ｇ
単
会
よ
り
集
め
た
ビ
ジ
ネ
ス

プ
ラ
ン
の
中
か
ら
15
プ
ラ
ン
を
選
定
し
ブ

ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
研
修
を
行
う
。

②�　

平
成
28
年
11
月
25
日
に
兵
庫
県
加
古
川
市

に
て

　
　

Ｂ
Ｐ
Ｃ
優
勝
者
の
決
定
。

③�　

平
成
29
年
２
月
23
日
北
海
道
岩
見
沢
市
に

て

　
　

Ｂ
Ｐ
Ｃ
コ
ン
テ
ス
ト
優
勝
者
の
表
彰
。

所
感
：

　

皆
様
の
ご
支
援
を
も
ち
ま
し
て
日
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ

へ
専
門
委
員
と
し
て
、
無
事
出
向
を
終
え
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
事
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

私
が
出
向
を
通
し
て
学
ん
だ
こ
と
は
、
全
国

の
単
会
メ
ン
バ
ー
と
の
交
流
を
通
し
て
生
ま
れ

る
絆
、
役
員
会
や
役
員
会
事
業
を
通
し
て
学
ぶ

企
業
経
営
に
必
要
な
新
し
い
情
報
、
そ
し
て

様
々
な
場
所
で
メ
ン
バ
ー
と
の
協
調
に
よ
っ
て

感
じ
る
自
ら
の
不
甲
斐
な
さ
な
ど
考
え
る
と
沢

山
あ
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　
「
し
ん
ど
い
け
ど
、
行
く
し
か
な
い
、
や
る

し
か
な
い
。」
な
ん
て
正
直
心
の
中
で
は
嘆
い

た
時
も
あ
り
ま
す
・
・
・

　

た
だ
、
今
で
は
出
向
し
て
本
当
に
良
か
っ
た

と
心
か
ら
思
い
、
こ
の
経
験
は
必
ず
自
ら
の
企

業
経
営
、行
動
に
生
き
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
こ
の
経
験
で
学
ん
だ
情
報
を
少
し
で

も
広
島
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
皆
様
に
お
伝
え
す
る
事
が
自

ら
の
役
目
と
僭
越
な
が
ら
感
じ
て
い
る
次
第
で

す
。

　

最
後
に
、
こ
の
よ
う
な
出
向
の
機
会
を
つ

く
っ
て
頂
い
た
広
島
商
工
会
議
所
関
係
者
の
皆

様
、
私
の
出
向
に
背
中
を
押
し
て
応
援
を
頂
い

た
広
島
商
工
会
議
所
青
年
部
の
皆
様
に
改
め
て

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

広
島
県
商
工
会
議
所
青
年
部
連
合
会

�

副
会
長　

西
村　

大
司

　

広
島
県
連
に
副
会
長
と
し
て
一
年
間
出
向
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

広
島
県
連
会
長
の
補
佐
と
し
て
、
広
島
県
連

の
予
算
管
理
と
各
会
議
の
議
題
調
整
や
会
場
準

備
を
担
当
し
、
今
後
の
自
単
会
を
含
め
た
広
島

県
連
内
の
単
会
に
と
っ
て
、
よ
り
出
向
す
る
価

値
の
あ
る
広
島
県
連
と
な
る
よ
う
、
資
料
整
備

な
ど
の
出
向
環
境
の
改
善
を
目
指
し
て
き
ま
し

た
。

　

ま
だ
ま
だ
課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
の
で
、

自
単
会
で
引
き
継
ぎ
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

一
年
間
ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

広
島
県
商
工
会
議
所
青
年
部
連
合
会

�

理
事　

吉
田　

豪

　

広
島
県
連
理
事
と
し
て
１
年
間
出
向
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。

　

隣
り
合
う
市
町
の
面
白
い
事
業
や
人
材
と
各

単
会
の
特
色
に
触
れ
る
こ
と
で
、
自
単
会
へ
の

よ
り
深
い
理
解
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
年
度
で
メ
ン
バ
ー
が
替
わ
り
、
情
報

が
蓄
積
し
に
く
い
と
い
う
課
題
も
感
じ
ま
し

た
。

出向者
報　告

Report

Ｙ
Ｅ
Ｇ
魂
継
承
特
別
委
員
会

�

山
岡　

徹
也

　

Ｙ
Ｅ
Ｇ
魂
継
承
特
別
委
員
会
と
い
う
委
員
会

名
の
よ
う
に
、
会
員
の
皆
様
に
何
か
継
承
で
き

る
こ
と
は
な
い
か
と
考
え
な
が
ら
過
ご
し
た
１

年
間
で
し
た
。
な
か
な
か
難
し
い
テ
ー
マ
だ
っ

た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
た
だ
、
委
員
会
メ
ン

バ
ー
に
恵
ま
れ
楽
し
く
過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
１
年
間
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

未
来
検
討
特
別
委
員
会

�

金
井　

次
郎

　

特
別
委
員
会
は
、
委
員
会
と
い
う
枠
に
捉
わ

れ
ず
、
メ
ン
バ
ー
構
成
か
ら
事
業
の
展
開
ま
で

自
由
な
発
想
と
開
催
日
等
含
め
大
胆
な
運
営
が

で
き
る
委
員
会
で
す
。

　

当
委
員
会
と
し
ま
し
て
は
、
20
周
年
と
い
う

大
き
な
節
目
を
迎
え
た
広
島
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
既
存
の

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
見
直
し
、
新
た
に
入
会
さ
れ
る

会
員
に
、
商
工
会
議
所
の
歴
史
や
規
模
、
広
島

Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
組
織
や
規
約
を
学
ん
で
い
た
だ
く
た

め
、
大
き
く
改
編
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
約
半

数
以
上
が
５
年
未
満
の
新
メ
ン
バ
ー
の
た
め
、

今
後
の
新
役
員
の
た
め
の
役
員
会
・
委
員
会
マ

ニ
ュ
ア
ル
も
併
せ
て
作
成
い
た
し
ま
し
た
。

特別委員会
事業報告

Special Committee 
Business Report
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Message卒業会員挨拶
私たちの青年部

新入会員一覧
朝信武士／井尾研太郎／井澤顕彦／今井美由紀／大川和恵／大久保昭宏／栗田裕康

／島村知恵／鈴木健士／中西顕郎／平岡誠司／三村一郎／森脇一隆／山尾翔／所賀

貴之／武末貴子／尾崎瑳央理／谷口佳陽／天畠健史／堀川利史／松本優子／石木誠

治／竹本鉄司／二村修司／伊礼清香／坂倉敬済／細田英生／大久保智穂／砂原崇弘

／妹山峰弘／大方寿恵／佐井田直／﨑本和宏／森山祐治／吉岡知香／秋山英輝／稲

田裕一郎／幸元美月／寺澤脩平／中道愛／三宅健太郎／吉田周平
二張　洋司
㈱広島銀行担当課長

浅田　圭一
オリエンタルホテル広島マネージャー

平岡　誠司
㈱平岡商店代表取締役社長

奥窪　太郎
㈱広島ゼネラル代表取締役社長

西山　佳秀
㈱プリオテック執行役員

　私は広島YEGで多
くの経験をすること
ができ、また多くの
出会いに恵まれまし
た。関わらせていた
だいた皆様に感謝の
気持ちで一杯です。
本当にありがとうご

ざいました。今後の広島YEGの益々
のご発展を心より祈念しておりま
す。

岩田　明之
岩田不動産㈱代表取締役

　先日は卒業式にお
招きいただき誠にあ
りがとうございまし
た。また、式のお世
話を頂きました方々
をはじめ、皆さんに、
そして色々なご縁を
頂きましたYEGに対

して心より感謝申し上げます。あり
がとうございました。

小田原卓哉
㈱熊野技建専務取締役

　広島YEGは最高で
した！４年という短
い期間でしたが、魅
力 的 な 委 員 会 メ ン
バーに出会い、委員
会事業や勉強・呑み
など遊びに学びに生
涯にわたってつきあ

える仲間に出会えたのが最大の財産
です。ありがとうございました、そ
してこれからもよろしくお願いしま
す！

小野　慎治
㈱ユーエムエス代表取締役

　卒業式のみの出席
なので多くを語る事
が出来ませんが、広
島商工会議所青年部
の今後の更なるご発
展、ご健闘を祈らせ
て頂きまして簡単で
は御座いますがご拶

拶とさせて頂きます。

國光　芳弘
広島海苔㈱代表取締役

　在籍８年、所属委
員会のメンバー、ま
た、会員の皆様とは、
共に喜び、共に悩み、
苦楽を共に歩んでき
ました。私の人生で、
最も貴重な、また、
成長できた８年だっ
た様に思います。会

員の皆様、８年間有難うございまし
た。心から感謝しております。

畠 藤　 誠

ユウ総合管理㈱
代 表 取 締 役

　何事も段取りが悪
い私は、できない理
由をつけて中途半端
な活動をしてしまい
ました。それでも沢
山のご縁をいただき
感謝申し上げます。
今後も益々、必要と
される有意義な会に

なることを祈念いたします。ありが
とうございました。

山本　武司

広島綜合警備保障㈱
呉 支 店 長

　あっという間の14
年間でしたが、大変
勉強になり、YEGに
入会して良かったと
思っています。いろ
いろ経験させて頂い
たことを活かし、こ
れからも頑張ってい
きたいと思います。

本当にありがとうございました。

山岡　徹也

㈱ ヤ マ オ カ
取締役営業部長

　３年間という短い
在籍期間でしたが多
くの仲間ができて、
そしてともに活動が
できたことを誇りに
思っております。こ
れを一生の宝物とし
て大事にしていきま

す。これからは微力ですが、応援し
ていきたいと思っております。現役
の皆様が広島を盛り上げてくれるこ
とを祈念し、卒業のコメントをさせ
ていただきます。

劉 　 勇
㈲大恒物産代表取締役

　広島YEGには九年
間お世話になりまし
た。
　私のような組織を
知らない者が、この
350名を超える大き
な単会の会長職を務
めさせていただき、

最後までやりきれたことは全て大勢
の仲間達がささえてくれたことの賜
物だと感謝しております。
　また、全国各地にもYEGを通じ
て沢山の仲間が出来ました、YEG
では色々な事を学ばせていただき、
今後の会社経営に生かしていけると
思います。
　次世代の仲間達には、是非とも全
国大会を広島の地に誘致していただ
き、広島の街を盛り上げてほしいと
願います。その時にはOBとして全力
でサポートさせていただきます。
　本当に有難うございました。わっ
しょい!!

松前　嘉剛
㈲まつまえ代表取締役

　この広島YEGから
とうとう卒業をしな
ければならない時が
やってきました。
　他業種の皆様とお
知り合いになること
ができ、今もお付き
合い頂けているのも

この会に入会させてもらったおかげ
だと感謝しております。

迫谷　浩司
錦建設㈱代表取締役社長

　 ４ 年 間 の 短 い 期
間でありましたが、
YEGに入会したおか
げで素晴らしい方々
と ご 縁 を 頂 き ま し
た。出会う方みなさ
んが高い志を持って
おり、とても勉強に
なり・財産だと思っ

ております。YEGで学んだことを
今後の人生に役立てていきます。短
い期間でしたが、本当にありがとう
ございました。

松浦　陽三

㈱広島リビング新聞社
営業開発部部長

　平成24年９月の入
会以降、委員会活動、
例会等で頂いた沢山
の方々とのご縁は私
にとって宝物です。
これからも生涯付き
合いたいと思える仲
間と出会えたすばら

しい場所でした。広島YEG万歳！！
　皆様、本当にお世話になり、あり
がとうございました。

村上　洋一

㈱ フ ジ セ ン イ
代表取締役社長

　広島YEGでの活動
を通して、貴重な経
験をさせていただき
素晴らしい方々との
多くの出会いがあり
ました。今から５年
前に、坂内建設の尾
立さんにご紹介いた

だきまして入会しました。絵描きを
生業としておりまして経営者と言う
にはほど遠い立場におりますが、お
声をかけていただきまして感謝して
おります。卒業を節目に、これまで
以上に画業に専念したいと思いま
す。今までの委員会などで深く関
わった多くのメンバーと一緒に、宝
物のような思い出でがたくさんでき
ました。それを絵で表現することで、
ご恩返しをしたいと思っておりま
す。どうもありがとうございました。

積山　ミサ
アトリエ一径代表

　入会してわずか２
年ですが、たいへん
濃い２年間でした。
　今年度は広島YEG
が20周年、そして「20
周年記念事業企画委
員会」に所属させて
いただき、とても充
実したラストイヤー

となりました。
　YEGで育んだご縁をこれからも
大切にしていきたいと思います。

相水　敏光

巣守金属工業㈱
営業部リーダー

　あっという間の５
年 間 で し た が、 １
年１年参加するのが
楽しくなり、卒業が
名残惜しくなりまし
た。思うように参加
できず、例会や委員
会を運営する方には
ご迷惑をかけました

が、いつも暖かく迎えて頂き感謝し
ています。今後とも、末永くよろし
くお願い致します。

今 枝　 仁

今枝仁法律事務所
代 表 弁 護 士

　YEG所属は５年間
となりますがいろい
ろな方々と出会い、
いい経験をさせて頂
きました。
　卒業が近づくにつ
れ、もう少し積極的
に参加すればとも感
じましたが、この経

験が今後の人生において大きく役立
つと考えています。
　本当に有難う御座いました。

土井田直也

㈱ダイレクト・コンピュータ・システムズ
取締役広島事業所所長
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【平成29年度】　役員及び特別委員長紹介� Officer  Introduction

細越　秀範 児玉　康宏

柳川　征裕

沖本　道佳 河野　洋信

林　　太郎

新甲　悟司

光村　暢純

金井　次郎

公文　祐太

下岸　宏靖

吉田　　豪

石井　凡士

満井　宏昭

梶間　弘識

田頭　和茂

谷井　　智

加藤健太郎

髙井　建治

上前　昌之

矢野　行洋

長島　周平

岡田　貴恵

福山　　忠

延澤　量昭

第一渉外委員長 最先端企業研修委員長

会長

第二渉外委員長 自己啓発委員長

直前会長

交流グループ担当副会長

地域グループ担当副会長

監事

会員交流委員長

地域の魅力向上委員長

監事

スポーツ交流委員長

ラストイヤー特別委員長

会務グループ担当副会長

企業経営研究委員長

総務委員長

研鑚グループ担当副会長

情報グループ担当副会長

経営資質向上委員長

広報委員長

広島活性化委員長

新入会員担当委員長

ビジネスグループ担当副会長

渉外グループ担当副会長

日

時　

平
成
28
年
９
月
６
日
（
火
）

開
催
場
所　

�

リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
広
島

出
席
人
数　

�

３
５
６
名
（
登
録
：
４
０
２
名
）

担

当　

20
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会

テ
ー
マ　

�「
青
年
経
済
人
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
論
」

講

師　

�

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト　

田
原　

総
一
朗
氏

記
念
式
典

　

広
島
Ｙ
Ｅ
Ｇ
創
立
20
周
年
の
節
目
に
あ
た
り
、
歴
史
と
伝
統
を
今
一
度
振
り
返
り
、
関
係
団

体
の
皆
様
、
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
皆
様
に
感
謝
の
意
を
表
し
、
今
年
度
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
Ｔ
ｏ 

ｔ
ｈ

ｅ 

ｎ
ｅ
ｘ
ｔ 

ｓ
ｔ
ｅ
ｐ
！
」
の
も
と
、
現
在
の
広
島
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
立
場
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
歴

史
を
振
り
返
り
、
今
後
の
活
動
指
針
を
示
す
式
典
を
目
指
し
ま
し
た
。

講
演
会

　

広
島
Ｙ
Ｅ
Ｇ
創
立
20
周
年
に
際
し
、
次
代
へ
の
先
導
者
と
し
て
ど
う
進
む
べ
き
か
の
ヒ
ン
ト

を
学
ぶ
た
め
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト　

田
原　

総
一
朗
氏
を
お
迎
え
し
て
、
記
念
講
演
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

講
演
会
の
内
容
は
、
政
治
の
話
や
経
済
の
話
な
ど
、
色
々
な
方
面
か
ら
知
見
を
得
る
こ
と
が

で
き
、
非
常
に
充
実
し
た
内
容
で
し
た
。

祝
賀
会

　

広
島
Ｙ
Ｅ
Ｇ
創
立
20
周
年
記
念
事
業
に
ご
参
集
い
た
だ
い
た
関
係
団
体
の
皆
様
、
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ

Ｇ
の
皆
様
、
現
役
メ
ン
バ
ー
一
同
で
食
事
・
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
共
に
し
、
大
い
に
懇
親
を
深

め
、
思
い
出
話
を
通
じ
て
、
未
来
の
広
島
Ｙ
Ｅ
Ｇ
に
つ
い
て
語
り
合
う
場
と
な
り
ま
し
た
。

創
立
20
周
年
記
念
事
業

平成 29 年度会長　柳川　征裕　（株式会社五興　代表取締役）

　平成 29 年度広島商工会議所青年部会長を務めさせて頂く柳川征裕です。
　本年、広島YEGは 20 年という節目の一年を迎え、設立以来、諸先輩が築
いてこられた歴史をあらためて知る機会を頂きました。次年度も良き伝統を
引き継ぎながら、「BREAKTHROUGH　ブレイクスルー　新たなる挑戦・成長・
進化」のスローガンのもと、新たな発想をもって次代へ向け活動して参りた
いと思います。組織もメンバーも共に成長していけるよう、皆様には次年度
もYEG活動への積極的なご参加、ご協力を心よりお願い申し上げます。


